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研究成果の概要（和文）：この研究の目的は、『外国語学習のめやす』のコミュニケーション能力指標に示され
た能力を育成する中国語教育を実現するために、この指標と言語形式とその運用を結びつけるための言語資源を
開発することである。この言語資源は、コミュニケーション能力指標から導き出されたコミュニカティブ・タス
ク、そのタスクの遂行が必要となる目標状況、また、どのような談話の一部となるかを想定した談話類型、言語
表現の実例とそこから変項と定項を明示して帰納した文型、言語形式に関する注意事項、そして、その目標状況
で必要となる方略的言語使用・語用論的慣習社会言語学的観点に関する情報を豊富に含んでいる。

研究成果の概要（英文）：The goal of this research project is to develop language resources based on 
the indications for communicative competence described in “Foreign Language Curriculum Guidelines: 
A Proposal from Chinese and Korean Language Teachers” (The Japan Forum, 2012). This language 
resource is not just a sentence pattern list. This resource provides the following contents: 1) 
target situations of language use based on indications for communicative competence, 2) 
communicative tasks in each target situation, 3) discourse types of expected utterances in these 
tasks, 4) strategic language use, 5) pragmatic language practices, 6) sociolinguistic perspectives.

研究分野： 言語教育学 / 中国語学

キーワード： 外国語学習のめやす　コミュニケーション能力指標 　中国語教育のための言語資源　コミュニカティブ
なタスク　目標となる言語使用状況　語用論的慣習　社会言語学的観点　方略的言語使用
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研究成果の学術的意義や社会的意義
われわれの言語資源は単なる文型リストではない。言語使用の目標となる状況、遂行すべきタスク、談話類型
（儀礼的発話なのか、構造化不要のリストアップ的発話なのか、実質的行動のための先行連鎖なのか……）に関
する情報、そして、目標状況で必要となる方略的言語使用・語用論的慣習・社会言語学的観点についても、場
面、目的、相手との関係に言及して情報を提供している。これによって、コミュニケーション能力の育成を目標
とする中国語教育における出発点から到着点に至るまでの道筋（＝言語形式から出発して現実的な言語運用に至
る道筋）に必要な、豊富な情報を含んだ資源を、中国語教育従事者に提供できるはずである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

当研究組織は「コミュニケーション・ゴール」と「言語の形式と運用の知識」を結びつける
ために「コミュニケーションのための文法」を確立することを目指し、その具体化の 1 つの方
策として、「コミュニケーション能力指標に基づいた文型リストを含む言語資源」を構築した。
その背景は以下のとおりである。 
 
(1) Backward Design（逆向き設計）によるコミュニカティブな中国語教育への流れ 

コミュニケーション・ゴールを最初に設定し、コミュニケーション能力を測る評価法をそれ
に合わせて定め、そこから授業・教材を設計していく Backward Design はすでに一般的にな
りつつある。このアプローチの代表的な例は『外国語学習のめやす：高等学校の中国語と韓国
語教育からの提言』（TJF, 2012）（以下『めやす』）で推奨されている教材設計に見ることがで
きる。『めやす』は 15 の話題領域における「Can-do 能力記述文で記述されたコミュニケーシ
ョン能力指標」を提案している。本研究はこの能力指標をいかに中国語教育の現場に導入する
かという観点から出発した。 
 
(2) 中国語教育のための共有リソースの必要性 

コミュニケーション能力指標から出発して授業・教材を設計しようとすると、次の 2 種類の
恣意性が生まれる。1)「指標」（例：身近な人を紹介できる）に到達するためには、あるいは、
到達したと評価するためには、最終的にどのようなタスクを目標にすればよいか（Target task
の設定）と、その Target task に至るプロセスで、具体的にどのような教育的タスクを与えれ
ばよいか（Pedagogical task の設定）という判断が教師により異なる。2)そして、それらのタ
スクは、具体的にどのような言語表現に対応するかという判断が異なる。もちろん、中〜上級
者対象の学習では、言語形式の指定は、むしろ学習者の自由なコミュニケーションを妨げる可
能性があり、賛否両論があるが、少なくとも入門期においては、タスクと言語形式の対応づけ
は重要な課題である。また、この恣意性は教師の能力の高低とも関係する。以上のことから、
教師が共有できる言語表現のリソースが教育内容の標準化のために必要である。 
 
(3) 言語形式に関する知識のほかに必要なもの 

コミュニケーション能力を構成するものは、言語形式に関する知識のほかに、「方略的能力」
「社会言語学的能力」などもあることが指摘されて久しい（例えば、CEFR などでも指摘され
ている）。「コミュニケーション能力の育成」を教育目標に掲げる以上、これらの能力を体系的
に導入する方法を考える必要がある。 
 
２．研究の目的 

当研究組織は、前節で述べた課題を解決するために、「コミュニケーション文法のための文
型リストを含む言語資源」を構築し、それを共有リソースとして世に問うことを目指した。こ
の言語資源は、コミュニカティブな言語運用能力を示した到達目標を、中国語の形式と運用に
関する知識と結びつけ、その知識を教授者間で共有するためのものである。 

この言語資源のうち、「文型リスト」の部分は、すでに当研究組織が 2013〜2015 年度に受
けた科研費補助金による研究活動の過程で完成させている。今期間の研究では、この文型リス
トで取りあげた言語形式の妥当性に対してネイティブ話者による検証を行うことを第 1 の目的
とした。 

さらに、第 2 の目的として、言語によるコミュニケーションに関わる包括的な情報を提供で
きる、新しいタイプの言語資源の構築を掲げた。これは、a)目標と考える言語使用状況 (Target 
situation) を設定し、b)そこで行われることが想定されるコミュニカティブなタスクを設定し、
c)そのタスクに含まれる談話のタイプを類型化し、d)言語表現を例示し、e)そのタスク遂行に
おいて必要となる語彙選択のバリエーションを〈変項〉という形式で提示した文型を設定し、
f)言語形式に関する知識を提供し、さらに、g)方略的言語運用・語用論的慣習・社会言語学的
観点に関する明示的知識も同時に記述するという、新しいフォーマットによる言語資源である。 
 
３．研究の方法 

以下の特徴を持つ言語資源を構築する作業を進めた。 
 

(1) 逆向き設計による合理性がもたらす合目的性 
これまでに各所で作成された初級者のための文型リストは、語彙と文法体系の基本的な部分

を理解させるためのものであった。このようなリストは、たとえ、コミュニケーション能力の
育成を目標に掲げていても、構造を出発点とした設計であるので、ゴールにとって最適な項目
選択がされている保証はない。また、『旅行者のための基本表現 100』というようなタイトルを
もつ、文例だけを集めた表現集は、特定の用途のための文を暗記用に羅列したものが多い。ま
た、そもそも「構造への理解」を促進する過程自体を欠いている。我々の目指したのはそのど
ちらでもない。我々の文型リストは、到達すべきコミュニケーション能力から逆向きに言語構
造の知識を構築する設計に拠っている点で、合目的性を備え、言語構造への配慮を怠らない点
で、学習者が習得目標言語の体系を習得する過程を支援するものとなっている。 



 
(2) 目標状況の設定、コミュニカティブタスクの設定、談話タイプの設定 

逆向き設計の利点を最大限に生かすべく、我々は、まず、コミュニケーション能力指標に示
されたコミュニケーション能力が必要となる状況「目標状況 Target situation」を各指標ごと
に設定した。この目標状況は、コミュニケーションが行われる場面、目的、参加者などの属性
をできるだけ具体的に設定したものである（この設定は後述の(3)の情報提供ともリンクする）。
そして、そこで遂行されることが想定されるコミュニカティブなタスクも合わせて設定した。
さらに、そこで要求される談話のタイプを下記のように 4つの類型に分け、学習者に過大な負
荷をかけないようにした。 

4 類型は以下のとおりである：［あいさつ行動］［リスト型会話］［スモールトーク］［前実質
行動］。このように分類した意図は、タスクの中で言語を使う目的が、単なるあいさつなのか、
アンケート調査のような列挙型の質問なのか、友好関係の確認のための発話交換なのか、実質
的な成果を得るための行動の前段階の発話なのかを規定しないと、必要とされる言語表現の幅
（変異）と深さ（構造）を決定しにくいことによる。このように、［状況］＞［タスク］＞［談
話タイプ］という順序の分析を行い、言語形式を選択しているため、逆向き設計の利点を最大
限に生かした言語表現の選択が可能になっている。 

 
(3) 方略的言語運用・語用論的慣習・社会言語学的観点への言及 

我々の言語資源は、目標状況を出発点とし、コミュニカティブなタスクの遂行のため、言語
表現を選択していく。ゆえに、文型を設定する際、方略的言語運用（例：筆記具の有無を問う
ことにより貸してほしいと頼む）や語用論的慣習・社会言語学的観点（例：このような申し出
を行うと、自分が食事代を負担することを申し出ていると解釈される可能性がある）に言及す
ることは、むしろ必然的に必要になる。我々の言語資源は、すでに、前期間の成果でこれらを
導入していたが、今回は、これら「方略的言語運用、語用論的慣習、社会言語学的観点」に関
する知識をさらに体系的に、さらに豊富なものにすることを図った。 

 
(4) 複数地域のネイティブ話者による地域横断型検証 

上記の(2)と(3)の遂行にあたっては、ネイティブ話者によるチェックも同時進行でおこなっ
た。これは、前期間の文型リスト構築作業では不十分であった点でもある。 

また、学習対象となる中国語（標準華語）の「複中心地型言語」的性格を鑑み、言語規範が
異なる複数の社会（例：台湾および中国）の話者による検証を試み、中国語を学ぶ学習者が、
どの地域に赴いても円滑なコミュニケーションが図れるよう、資源の選択に留意をした。 
 
４．研究成果 
(1) 『めやす』コミュニケーション能力指標（レベル 1）に基づく、文型リストを含む言語資
源の完成 

『めやす』の全 15の話題領域に含まれるコミュニケーション能力指標（レべル 1）の 97条
の指標に対して、それぞれに具体的な目標状況を設定し、300 項近いのコミュニカティブなタ
スクを設定し、そこから出発した入門期学習者向けの言語表現と方略的言語運用・語用論的慣
習・社会言語学的観点に対する情報を提供する言語資源を完成させた。これらは順次、公式ウ
ェブサイトで公開する予定である（形式の統一やウェブサイトの構築を手作業でおこなってい
るため、公開はまだ完了していない）。 

 
(2) 関連領域の研究の深化 

上述の活動と並行して、研究組織の各自が、この言語資源に言語学的・言語教育学的基盤を
与えるべく、中国語の習得過程、語用論的・社会言語学的研究、教授法、教材作成、カリキュ
ラム策定などに関する研究を行い、論文として公刊した。 

山崎（代表）は、プロジェクト型言語学習の最終ゴールから、授業内での言語形式の学習に
至る道筋を可視化する「目標分解」の手法を提案し、各地でワークショップをおこなった。 

鈴木は、初級学習者に必要な学習項目としての文型の選択に関する研究を継続的におこない、
教育用文法の領域で学界に新しい提案をおこなった。 

西は、交流型学習の実践を他言語の教師と共同でおこない、その成果を定期的に報告した。
また、方略・語用論・社会言語学の分野での研究もおこなった。 

中西は、レアリア（生教材）を、中国語教育に生かす方法論を確立するために、中国語が使
用される諸地域の各位相における言語使用について、実証的な研究をおこなった。 

植村は、CLIL (Content-Language Integrated Learning) の観点から、言語形式の習得とコ
ンテンツの学習のバランスを考察する研究をおこなった。 
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